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イネのカマイラズ遺伝子BC6は二次細胞壁のセルロース合成に必要である
Rice BRITTLE CULM 6 gene is required for cellulose synthesis in secondary cell walls
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植物生体内で細胞壁多糖類はセルロース合成酵素などの糖転移酵素の働きで形成される。Bc6（Brittle culm 6、カマイ
ラズ）は植物体の物理的強度が極端に低下したイネ突然変異体の一つで、二次細胞壁の構築に異常があると予想される。
本研究では BC6遺伝子の単離と機能解析を行った。BC6遺伝子はセルロース合成酵素複合体の触媒サブユニットの一つ
である OSCesA9をコードすることが分かった。Bc6変異は、節間のセルロース含量を 31％減少させた一方で、ヘミセ
ルロース含量を 48％増加させた。Bc6変異遺伝子を正常なイネに導入すると、セルロース含量の低下と植物体の物性低
下が引き起こされた。BC6遺伝子の発現は、節間、節、花の維管束組織で見られ、また別のカマイラズ遺伝子、BC1と
共発現していた。これらのカマイラズ遺伝子を操作することで、人為的にセルロース合成を制御できるかもしれない。
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